






岩手県立大学名誉教授の米地文夫(よねちふみお)先生が、2019 年 4 月 13 日に 84 歳でご逝去されま
した。米地先生は 1934 年に宮城県で生まれ、東北大学理学部地学科地理学専攻を卒業され、1979 年
に「最上川流域の地形構造に関する研究」により、理学博士（東北大学）を取得されています。山形
大学、東北大学、岩手大学での勤務を経て、1998 年 4 月の岩手県立大学の開学と同時に総合政策学部
教授に就任し、2005 年 3 月 31 日 に退任されるまで、研究、教育活動の面で多大な功績を残されまし
た。 
特にも、総合政策学会が発行する『総合政策』においては、本学退任後も研究論文を寄稿され、歴




視的景観認識による国土環境の再検討例とその政策上の意義―」で、『総合政策』第 1 巻第 1 号（1999
年 3 月 31 日発行）に掲載されました。そして、最後に掲載された論文は、「宮沢賢治が描いた架空の





































































































総合政策学部准教授 　 盛生 
 



































総合政策学部准教授 　 盛生 
 
伊藤英之教授が令和元年 12 月 4 日に急逝された。謹んでご冥福をお祈りする。私は平成 23 年に岩
手県立大学に着任し、それ以来の付き合いである。すれ違いざまに冗談を言う、人の研究室に来てひ
としきり愚痴を言って帰る、そんな憎めない人柄が偲ばれる。非常にアイデアにあふれ、学際的な分
野に挑戦する姿勢は、ジオパークを訪れる旅行者の特徴や地域に求められる付加価値についてインタ
ーネットアンケートを用いて解析した研究業績などに現れている。湧水や温泉の水質変動を火山活動
のインジケータとして活用する研究も、斬新な切り口を持つ伊藤教授ならではである。私はこの研究
に共同研究者として同行させていただいたが、研究の着眼点や得られる成果の面白さに引き込まれた。
本学着任前は、火山活動とそれに伴う火砕流や泥流のシミュレーションを得意とする技術者として活
躍されていたが、その先には常に防災の意識があった。理学的な緻密な知見に、防災工学として人の
命を守る厳しい視点を持ち合わせていた。この思いは、小中学生に対する熱心な防災教育に表れてい
ると感じる。このような人を急に失ってしまったことを私自身容易に受け入れられないでいるが、岩
手県、ひいては日本として失ったものは大きい。 
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